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GLI WGではGLIシステムの普及に向けた活動の一環として、GLIシステムを利用した

アプリケーションの開発を行っている。本稿ではWebを利用したアプリケーションとし

て、GLIシステムWebクライアントおよびバス運行状況検索システムについて述べる。

1 GLIシステムWebクライアント

1.1 背景と目的

GLIシステムはインターネット上で位置情報を管理するシステムである。GLIシステム

を利用するユーザは位置情報の検索を行うためにクライアントソフトウェアを必要とする。

しかし、現在の GLIシステムの実装は FreeBSDのみ対応しており、検索を行うユーザは

GLIシステムを利用するために FreeBSD上でクライアントを動作させる必要がある。そ

のためユーザは FreeBSD環境を用意する必要があり、GLIシステムの普及が困難、という

問題がある。そこで、Webを利用した検索サービスを実現する。Webを用いる利点を以下

に挙げる。

• Webによるサービスが普及している。

• ユーザはWebブラウザさえ用意すればよく、ユーザの OSに依存しない。

Webを利用することにより、ユーザに対して手軽にGLIシステムを利用できる環境を提供

し、GLIシステムの普及を目指す。

1.2 Webクライアント概要

本節ではプロトタイプとして開発したWebクライアントの概要について述べる。

GLIシステムは正引き検索と逆引き検索の 2種類の検索をサポートする。正引き検索と

は移動体の識別子を検索の鍵として、位置情報を取得する検索である。一方、逆引き検索

とは地理位置の領域を検索の鍵として、領域の中に存在する移動体の識別子の集合を取得

する検索である。Webクライアントは正引き検索および逆引き検索をWebを利用して実

現する。図 1にWebクライアントの構成を示す。なお図 1の HID変換鍵情報とは、移動
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体の真の識別子からGLIシステムが使用する疑似的な識別子 (HID)へ変換するために用い

る鍵情報である。詳細は 1.4節にて述べる。

図 1の左図は従来のGLIシステムの構成である。検索者であるユーザはノート PCなど

の検索端末上で検索クライアントを実行し、検索要求を行う必要がある。

一方、図 1の右図は開発したWebクライアントの構成である。ユーザは検索端末から

WebブラウザでWebサーバにアクセスし、CGIによって検索対象 (IDまたは検索領域)を

Webサーバに送信する。Webサーバは検索端末から受信した検索の鍵を元に検索要求パ

ケットを生成し、検索要求を行う。Webサーバは検索応答パケットからWebページを生

成し、Webブラウザへの出力とする。HID変換情報はWebサーバにて保持する。

実装は GLIシステム検索クライアントをベースとし、Webサーバ上で GLIシステムへ

の検索を実行する CGIを C言語にて開発した。また、付加機能として逆引き検索結果を

地図上のプロットする CGIを perlにて開発した。

図 1: Webクライアント構成

1.3 Webクライアント動作例

検索クライアントの動作例として、逆引き検索の検索結果を図 2に示す。検索結果の上

部が検索要求の内容 (検索領域、検索サーバのアドレス)、下部が検索によって得られた移

動体の位置情報である。また、追加機能として検索結果を地図にプロットする機能を持つ。
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図 2: 逆引き検索の検索結果

1.4 現状と今後の課題

開発したWebクライアントはプロトタイプであり、セキュリティやプライバシについて

以下の問題点がある。

Webサーバ・Webブラウザ間のセキュリティ

GLIシステムでは IPsecを用いることで通信路上でのデータの盗聴・改竄を防止する。

Webクライアントでの検索 (図 1右)は、従来のGLIシステム (図 1左)に比べてWebサー

バを導入することにより、Webサーバ・Webブラウザ間の通信路が新たに生まれる。しか

し、ブラウザのみを使用するユーザが IPsecを用いることは困難であり、Webサーバ・Web

ブラウザ間の通信路上にて悪意のある者による検索データの盗聴・改竄等が行われる可能

性がある、という問題点がある。そこでWebサーバ・Webブラウザ間の通信に SSLを利

用し、データの盗聴・改竄等を防止する。

HID変換の鍵情報 (hid.conf)の取り扱い

GLIシステムでは、クライアントにて移動体の真の識別子 (FQDNなど)にハッシュ関数

をかけることで疑似的な識別子 (HID)を生成し、HIDを移動体の識別子として扱う。そし

て、このHID変換の鍵情報 (hid.conf)を信頼者間で共有することによりプライバシ保護を

実現する。GLIシステムは鍵情報の漏洩を防ぐためにクライアントにてローカルに鍵情報

を保持するセキュリティモデルである。しかし、開発したプロトタイプではWebサーバ上

に鍵情報を保持する実装としたため、GLIシステムのセキュリティモデルに適合しない。
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そこで現在、鍵情報の扱いについて検討を行っている。以下に現在の GLIシステムのセ

キュリティモデルに適合するモデルを 2例、適合しないモデルを 2例示す。

GLIシステムのセキュリティモデルに適合するモデル (図 3)

• Webサーバが検索要求を行うモデル (手法 1、図 3左)

鍵情報はローカルに保持する。JAVA applet等を利用してWebブラウザにてHID変換

処理を行い、Webサーバに対して検索対象となるHIDや検索領域を送信する。Web

サーバは受信した検索対象を元にGLIシステムに対して検索要求を行う。

• Webブラウザが検索要求を行うモデル (手法 2、図 3右)

鍵情報はローカルに保持する。Webサーバから HID変換処理を行う JAVA applet等

をダウンロードし、WebブラウザにてHID変換処理を行う。WebブラウザがGLIシ

ステムに対して直接検索要求を行う。

図 3: GLIシステムのセキュリティモデルに適合するモデル

GLIシステムのセキュリティモデルに適合しないモデル (図 4)

• 鍵情報を毎回送信するモデル (手法 3、図 4左)

検索時にWebブラウザは検索対象となる IDや検索領域と共に鍵情報をWebサーバ

へ送信する。Webサーバにて受信した鍵情報を元にHID変換処理を行い、GLIシス

テムに対して検索要求を行う。
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• 鍵情報をあらかじめWebサーバに保持するモデル (手法 4、図 4右)

今回開発したプロトタイプとほぼ同様のモデルである。ユーザは検索を行う前にあ

らかじめWebサーバに鍵情報を登録する。Webブラウザは検索時に検索対象となる

IDや検索領域をWebサーバに送信する。Webサーバは受信した検索対象を元にHID

変換を行い、GLIシステムに対して検索要求を行う。

図 4: GLIシステムのセキュリティモデルに適合しないモデル

以上の 4例について以下の観点から比較した。表 1に示す。

• GLIシステムのセキュリティモデルに適合する。

• JAVAを必要とする等のユーザ端末に対する負荷が小さい。

• 地図データ等の Internet上のさまざまな情報を利用した位置情報の加工が容易である。

• SSLを用いることによるユーザ (検索者)の認証が可能である。

表 1より、手法 1および手法 2は従来のセキュリティに適合するが、ユーザ端末への負

担が大きく、位置情報の加工が困難であるという短所がある。一方、手法 3および手法 4

は従来のセキュリティモデルに適合しないが、ユーザ端末への負担が小さく、位置情報の

加工が容易であるという長所がある。したがって手法 3および手法 4により得られる長所

を生かすため、従来の GLIシステムのセキュリティモデルとは異なるWebクライアント

独自のセキュリティモデルの考案が必要であると考えられる。
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表 1: モデルの比較
比較項目 手法 1 手法 2 手法 3 手法 4

GLIシステムのセキュリティモデルに適合 ○ ○ × ×

ユーザ端末に対する負担が小さい × × ○ ○

位置情報の加工が容易 △ × ○ ○

SSLによるユーザの認証が可能 ○ × ○ ○

2 バス運行状況検索システム

2004年 10月、名古屋にて ITS世界会議が開催された。GLI WGではGLIシステムの普

及活動としてバス運行状況検索システムを開発し、テクニカルツアーにてデモンストレー

ションを行った。

2.1 デモンストレーション概要

デモンストレーションの概要を以下に示す。

期間 2004年 10月 19日, 21日

会場 インターネット ITS協議会名古屋事務所

内容 “横浜市営バス運行状況検索システム”

GLI WGではインターネット ITS協議会の協力により、横浜市営バスにGLIシステ

ムの登録クライアントを搭載し、バスの位置情報を管理する実験を行っている。こ

の実験を利用し、横浜市営バスの運行状況をリアルタイムに表示する。また、バス

の持つセンサ情報やカメラなどのデータを付帯情報として表示する。

2.2 システム概要

図 5にシステム構成を示す。登録クライアントを搭載したバスは位置情報をGLIサーバ

に、センサ情報をVehicle-Infoサーバに登録する。デモンストレーションでは横浜市営バ

スでの実験が中断していたため、疑似的な登録クライアントを開発し、バスからの登録に

ついては過去の情報を利用して仮想的に実現した。サービスを利用するユーザはWebブラ

ウザを利用してWebサーバにアクセスする。WebサーバはGLIサーバおよびVehicle-Info

サーバに検索を行い、検索結果や地図情報などを利用してWebページを生成し、Webブ

ラウザへの出力とする。

実装は、Webブラウザによる検索については 1.2節で述べたWebクライアントのプロト

タイプ実装をベースとして開発した。また、疑似登録クライアントについてはGLIシステ

ム登録クライアントをベースに開発した。
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図 5: システム構成

2.3 システム動作例

システムの動作例を図 6に示す。図 6の地図にGLIシステムの逆引き検索結果として現

在走行しているバスがアイコンとして表示され、右側のフレームにて走行しているバスの

位置情報とセンサ情報 (速度センサ、ウィンカー)、前方のカメラ画像が表示される。

3 おわりに

本稿ではWebを利用したアプリケーションとして、GLIシステムWebクライアント、バ

ス運行状況検索システムについて説明した。今後も引き続きアプリケーションの開発を行

い、GLIシステムの普及を進めると同時に、応用例としての位置情報サービスについて研

究を進める予定である。
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図 6: バス運行状況検索システム動作例
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